
ドイツ・ゲッティンゲンにあるマックスプランク研究所でポスドク
研究員として研究に取り組みはじめてもうすぐ1年になります。

私が所属するProf. Stefan Hell研究グループは複数の研究
チームで構成されており、私は現在、超解像蛍光イメージング用
の新規色素を合成するDr. Vladimir Belov のチームと、細胞内
の標的DNAやタンパク質の蛍光標識技術を開発するDr.  
Gražvydas Lukinavičiusのチームのもとで研究を行っていま
す。 2つのチームを掛け持ちしているため、それぞれのメンバー
と研究に関する議論ができ、さまざまなアイデアを共有できる環
境にあります。 また、外部から研究者を招く機会も多く、そのた
びに活発な議論が交わされるのも、マックスプランク研究所なら
ではの特徴だと感じています。

私が所属する研究チームは非常に国際色豊かで、ドイツをはじ
め、リトアニア、ロシア、フランス、ハンガリー、ベトナム、インドな
ど、さまざまな国の研究者が集まっています。 グループ内で日本
人は私一人ですが、ゲッティンゲンにはアジアマーケットや日本
食レストランが多くあるせいか、ラボメンバーが日本のことにと
ても詳しいのが驚きでした。 特に、ドイツで最も有名なアジア
マーケットの一つである「Go Asia」がゲッティンゲンにも出店し
ており、米や日本製の食品が手に入るため、日本食が恋しくなる
ことはほとんどありません。 また、ゲッティンゲン新市庁舎があ
る広場は「ヒロシマ広場」と呼ばれ、平和を祈るモニュメントが
数多く設置されています。

その中には、東日本大震災の際に起きた原発事故を記念するモ
ニュメントもあり、初めて見たときは強く印象に残りました。 さら
に、春になるとゲッティンゲン大学では美しい桜並木が広がりま
す。 一見、日本とは縁がなさそうに思えるこの街でも、至るところ
で日本を感じる瞬間があります。

ドイツで研究を始めて、ラボのメンバーと初めて打ち解けたと感
じたのは「飲み」の場でした。 ドイツに来て1ヵ月が経った頃、ハ
イデルベルクの研究グループと合同で、南ドイツのテガーン
ゼーという場所でリトリートに参加しました。 そこでは、瓶ビー
ルを片手に多くのメンバーと交流を深めることができました。 
時代に逆行する話かもしれませんが、このほかにも「飲みニケー
ション」を通じてラボメンバーと親睦を深める機会が多々ありま
した。 夏は日差しを浴びながらテラスでビールを楽しみ、冬はク
リスマスマーケットで温かいグリューワインを片手に、小さな
テーブルを囲んで語らう。 日本とはまた違う形の「飲みニケー
ション」がドイツには根付いているのだと感じました。

もうすぐドイツに来て1年。春の訪れを感じる3月下旬、ゲッティ
ンゲンでも桜が咲き始めるころです。 せっかくなので、日本の
「飲みニケーション」文化にならって、お花見にラボメンバーを
誘ってみようかなと思う今日この頃です。

最後になりましたが、ご支援をいただきました上原記念生命科
学財団の皆様に心より感謝申し上げます。

私は2022年10月よりベルギー王国ルーヴェンカトリック大学 
(KU Leuven) 精神神経科のLaboratory for Translational 
Neuropsychiatry (LTNP) に留学しています。

私自身は日本で精神科医として働く中で、電気けいれん療法 
(electroconvulsive therapy: ECT) という、全身麻酔下で頭部
を通電し脳内に発作を誘発する治療が多くの精神疾患、特に高
齢者のうつ病に非常に有効であるという事実に興味をもち研究
を始めました。 精神科の治療は偶然発見されてきた経緯があ
り、このECTもなぜ種々の精神症状に有効なのか明確な答えは
ありません。

博士課程においては高齢者のうつ病に対するECTの作用機序
メカニズムの解明に向けた脳MRI研究を行っていました。 国際
学会参加時に、現在の留学先のPIであるVandenbulcke教授と
ラボメンバーにお会いするチャンスがあり、同じ興味を持ちつつ
若干違ったアプローチをしていたことで意気投合し、運良く留学
につなげることができました。

ラボは数年前にいくつかのチームが統合され、博士課程の学生
も10名ほど在籍しており、テーマも高齢者のうつ病のPET-MRI
研究、前頭側頭葉変性症の社会認知研究、ECTの臨床研究、強
迫症に対する脳深部刺激療法研究など多岐に渡っています。

私は、日本で行なっていた研究をより発展させるべく、脳の微細
構造を調べる脳画像（タウ蛋白やシナプス密度を測定するPET
画像、脳微細構造を調べるMultishell diffusion-weighted 
imaging）の解析を学び、高齢者のうつ病と認知症の相違点に
関する研究を進めています。 また、ヨーロッパでは周辺国・施設
との共同研究も盛んであり、ラボのメインの仕事以外にもノル
ウェーやオランダとのECTに関連した共同研究プロジェクトにも
携わらせていただいています。

ベルギーは周囲をフランス、ドイツ、オランダ、イギリスと大国に
囲まれた小国で、面積は関東地方、人口は東京と同定度の規模
感です。 私の生活しているルーヴェンは大学都市でもあり学生
が多く、治安も良く、生活が非常にしやすい街です。 留学当時は
平日の18時にはスーパーが閉まり、日曜日はお店も閉まるとい
うヨーロッパ特有のカルチャーにショックを受けていましたが、
今ではもう慣れて東京とは全く違う心穏やかな日常を楽しんで
います。 街中も14世紀頃の建物が残っていたり、写真にあるよ
うな美しい景観に触れられたりと、いつも癒されています。 ま
た、周辺の国にも電車で訪れることもできますし、さらに周辺の
ヨーロッパ諸国にも数万円の旅費で行けるという環境から、
ヨーロッパ旅行も存分に楽しむことができています。

最後になりましたが、この度は留学資金のご支援をいただき、こ
の場を借りて上原記念生命科学財団の関係者の方に厚く御礼
申し上げます。
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